
 
  

 

令和元年度の公金運用状況についてお知らせします。 

 

 令和元年度の歳計現金等（歳計現金及び歳入歳出外現金）、基金、新潟東港臨海

用地造成事業会計及び基幹病院事業会計に属する資金の運用状況を取りまとめまし

たので、お知らせします。 

 

１ 運用方針 

   「新潟県公金管理方針」に基づき、安全性及び流動性の確保を前提に、可能な

限り有利な運用に努めました。 

 

２ 運用状況 

（１） 歳計現金等 

運用は金融機関への預金により行いました。 

結果、平均資金残高が減少したことから、運用収入は前年度より 254 万 5 千円

減少し、43 万 7 千円となりました。 

 

（２）基金 

   運用は金融機関への預金及び地方債等の債券により行いました。 

結果、債券の平均資金残高が増加したことから、運用収入は前年度より 1,180

万 1 千円増加し、2 億 180 万 8 千円となりました。 

 

（３）新潟東港臨海用地造成事業会計 

   運用は金融機関への預金により行いました。 

結果、平均資金残高が増加し、預金金利も上昇したことから、運用収入は前年

度より 1 千円増加し、3 千円となりました。 

 

（４）基幹病院事業会計 

   運用を行わなかった結果、運用収入は前年度と同額の 0 円となりました。 

 

 

※資金別の運用状況については、裏面に記載 

 
令和２年 7 月 10 日 
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新潟県報道資料 



（単位：千円、％）

令和元年度
①

平成30年度
②

増減
①－②

平均資金残高 9,804,226 47,091,804 △ 37,287,578

別段預金 5,457,231 14,330,160 △ 8,872,929

定期預金等 4,346,995 32,761,644 △ 28,414,649

運用収入 437 2,982 △ 2,545

利回り 0.010 0.009 0.001

平均資金残高 267,539,264 288,663,180 △ 21,123,916

預金計 212,632,033 237,967,133 △ 25,335,100

普通預金 3,398,081 957,130 2,440,951

定期預金等 209,233,952 237,010,003 △ 27,776,051

債券 49,989,198 45,134,403 4,854,795

繰替運用 4,918,033 5,561,644 △ 643,611

運用収入 201,808 190,007 11,801

利回り 0.075 0.066 0.009

平均資金残高 53,527 43,695 9,832

別段預金 38,158 29,432 8,726

定期預金等 15,369 14,263 1,106

運用収入 3 2 1

利回り 0.020 0.011 0.009

平均資金残高 1,849,764 913,603 936,161

普通預金(決済用) 1,849,764 913,603 936,161

定期預金等 0 0 0

運用収入 0 0 0

利回り - - -
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注１：歳計現金等とは、歳計現金（県の歳入歳出に属し日々の支払いに充てる現金）に歳入歳出外現金（入札保

証金等）を加えたものです。 

注２：基金は、県債管理基金など 32 基金の合計です。（土地基金（貸付金）、産業振興貸付基金（貸付金）、土地

基金（土地）、災害救助基金（備蓄物資）を除く。） 

注３：繰替運用とは、歳計現金に資金不足が生じた場合に、基金の現金を歳計現金へ繰り替えて運用することで

す。 

注４：平均資金残高は、４月１日から３月 31 日まで（366 日間）における１日あたりの資金残高を表したものです（平

均値）。 

（平均資金残高＝各日の資金残高の合計÷年間日数（366）） 

注５：利回りは、年率換算したものです。（利回り＝運用収入÷平均資金残高） 

ただし、歳計現金等、新潟東港臨海用地造成事業会計、基幹病院事業会計については決済用の別段預

金・普通預金を除いて年率換算したものです。（利回り＝運用収入÷平均資金残高（定期預金等）） 

本件についてのお問い合わせ先 

出納局管理課 決算・資金係長 坂野 

（直通電話）025-280-5484（内線 3486） 

 


